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富山市八尾町小井波のせき止め湖堆積物中の埋没根株の 14C年代

14C age of stump buried in dammed lake sediments of Koinami in Yatsuo Town, Toyama
City, central Japan
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富山市八尾町小井波は，富山平野の南に位置する別荘川沿いの平坦な小盆地である．盆地の標高は 460 m程で，標高
約 600～800 mの山々に囲まれる．盆地の南には東北東－西南西走向の断層（活断層ではない）があり，この断層の北側
には主として新第三紀中新世の楡原・岩稲累層が，南側には飛騨帯の船津花崗岩や手取層群が分布する．火山岩および
火山砕屑岩から成る岩稲累層分布域には，多くの地すべり地形が発達している．小井波盆地は，盆地の北東側の，幅約
500 m，長さ約 800 mの地すべりの末端が別荘川をせき止め，その結果形成された湖が埋め立てられてできたものであ
る．1977-79年の農地改良事業の際に，せき止め湖堆積物から直径 2～5 mの根株から成る埋没林が発掘され，その内の
１本の根の AMS 14C年代を測定したところ，2475+-30 BPという年代を得た．暦年代には変換していないが，この年代
は縄文晩期～弥生早期にあたる．一般に大規模地すべりの誘因には地震，集中豪雨などが考えられる．この地すべりの
誘因を特定することは難しいが，もし地震が誘因であるとするならば，周辺に分布する活断層のうちこの地すべりを引
き起こす可能性が最も高いのは，最終活動時期，再来周期などから跡津川断層と考えられる．


